
平和という概念は、人によって、文化によって異なりま

す。心の平安や家族の幸せ、満足感を指す場合もある

でしょうし、人間の基本的ニーズが満たされた安全な状

態を指すこともあるでしょう。平和をどのように定義する

にせよ、それは奉仕を通じて達成できる目標です。

ロータリーにおいて、奉仕とは、片手間にすることでも、

たまに取り組んでみることでもありません。奉仕とは生き

方です。

それは、思いやりの心を重んじることであり、調和へと

いたる道です。生活のあらゆる場面で奉仕を実践する

ことによって、私たちは分かち合いの精神を育み、友好

を見出し、平和の道を選ぶことができます。

2012-13ロータリー年度には、平和が私たちの焦点、

そして目標となり、ロータリアンの皆さまには、「奉仕を通

じて平和を」もたらすため、積極的に活動していただくよ

うお願いいたします。平和に向けた努力は、すべての人、

家族、クラブ、地区、地域、そして国から始まると思います。

ロータリーの中核にあるのは、奉仕の力に対する信念

です。

奉仕を優先すれば、自分よりも他者のニーズが優先さ

れ、考え方ががらりと変わり、人々が抱える困難に対し、

深い同情の心が生まれます。人 を々助けよう、人々がもっ

と幸せになるよう自分にできることをしよう、という気持ち

がさらに湧き上がります。自分の時間やリソースを惜しみ

なく与え、新しい考え方に対してもさらに心を開くことが

できます。それは、他人を変えようとするのではなく、すべ

ての人やものが自分に何かを教えてくれること、毎日、新

たな成長の機会が与えられることを認識することになり

ます。

奉仕を通じて、私たちは、違いに対して寛容になり、周

囲の人に対して感謝の気持ちを抱くようになります。感

謝の気持ちを持てば、もっと相手を理解でき、あらゆる人

の中に善を見出せるようになります。こうした理解を深め

ることで、他者への尊重の念が高まり、互いに対する尊

重の念があれば、人々は平和に暮らすことができると思

います。

ロータリーの奉仕は、さまざまなかたちで平和を助長

します。

私たちは、クラブと地区で、世界中の地域社会に健康、

安全、人間の尊厳をもたらすために活動し、競争よりも

協力、自分の儲けよりも公益に価値を置こうという気持ち

が、私たち一人ひとりの中に生まれます。自分を見つめる

ことを通じて、私たちは、完璧な人間などいないというこ

と、そして誰もが人から何かを学べるということを理解し

ます。

ロータリー独自の標語、「超我の奉仕」は、奉仕の最

高のかたちを表しています。このような奉仕こそ、私たち

が歩むべき道であると、私は信じています。この道はロー

タリアンが築いた道であり、世界のすべての人々が歩む

ことのできる道です。さらに深い思いやり、満足、寛容、理

解へといたる道です。

「奉仕を通じて平和を」を標榜するなら、私たちは、自

分たち、そして世界のために、さらなる平和へ向けて邁

進していくことができるでしょう。

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

田中 作次氏は、株式会社ダイカ会長、全国家庭紙同業界連合会会長、八潮市商工会副会長を務められました。

1975年に八潮（やしお）ロータリー・クラブの創立会員としてロータリーに入会して以来、RI理事、ロータリー財団管理

委員のほか、2009年バーミンガム国際大会委員長をはじめとする各種委員会の委員と委員長、ロータリー財団地域

コーディネーター、地区ガバナー、研修リーダーを歴任されました。自身が所属する地区では、バングラデシュに学校を

建設する活動に献身されました。

RI超我の奉仕賞およびロータリー財団の功労表彰状と特別功労賞を受賞された田中氏は、京子夫人とともにポール・

ハリス・フェロー、恒久基金ベネファクター、大口寄付者、そしてアーチ・クランフ・ソサエティーのメンバーとなっています。

このほかにも、ロータリー平和フェローシップ基金を設立されました。

京子夫人とは1963年にご結婚され、現在、埼玉県八潮市にお住まいです。

3人のお子さんと6人のお孫さんがいらっしゃいます。

田中 作次（埼玉県、八潮市） 

2012-13年度国際ロータリー会長

2006-10年度ロータリー財団管理委員

2003-05年度国際ロータリー理事

1994-95年度地区ガバナー




